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はじめに
歴史研究とりわけ古代史研究では.文献史料-の占める比重が大きい。たしか
に考古学的発掘の結果.新たな文字史料がもたらされることもあるo 中国史で
は.甲骨文・金文・簡j憤さらに敦燥・トルファン文書のような紙文沓:が.{:云世
の文献ではうかがい知れない貴重な歴史情報を付与してくれた事例は枚挙にい
とまがないJ)。しかしながら.それらは「遺物jとして.つまりモノとして扱
われるのではなく そこに含まれる文字情報が貴重なのであり.多くの場合.
文字情報が「釈文」という現在我々の使用する文字の形に定器されて初めて.
歴史史料としての活用が開始される。
したがって.中国古代史研究者が文字史料の出土現場を調査することは.文
化人類学者がアフリカの村・に入り込んで.さまざまな情報をナマの研究資料と
して獲得するのとは 大きく異なった意味を持つことになる。例えば敦健文魯-
が出土した敦燈英高窟第17窟を現在訪れたとして.そこで第一次的な情報が新
たに獲得できるわけではない。古代史研究者.より厳密に言えば:H土文字史料
を活用する研究者が，出土地で行うフィールドワークには.そもそも意義など
あるのか.という疑問さえ生じうるであろう o
本稿は.出土文字史料の代表例である簡j慣をJ!1いて案決i時代の中国古代史研
究に従事している鋒者が.過去に行った1:1'粛省・内モンゴル自治区での現地制
査をあらためて省祭し.中図古代史研究におけるフィールドワークの窓l床を考
えてみようとする試みである。
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l 辺境機燈逃おi北i土簡j憤と遺跡調査
今や秦i英史研究に欠くことのできない阪史史料となった簡j協は.墓葬出土附
脱と辺境除縫遺祉出土簡JI貨に大別される 2)。筆者が主に扱う簡l償は後者であり.
前2世紀末の前淡武満:以降に現在の"1:1・痢省及び内モンゴル自治区に延イ'IJされた
長城とその付属施設に駐屯した守備隊が逃した軍事・行政文瞥である。
墓葬出土簡臓の場合.出土した簡j協の多くは典籍で.保存処理を加えられて
博物館や研究所に厳重に保管される。整理された出土典絡は.写真と釈文から
なる報告書-が作成され出版される。墓葬についても詳細1な発掘報告哲二が作成さ
れるので.墓そのものをあらためて制査することにほとんど意味はない。
始燈遺訓:tlJ土Am慣についても 附j償そのものは報告魯・の出版が終わると博物
館・研究所に保管され.閲覧も可能である。附j簡を出土した遺跡についても報
告書が出されており.現在遺跡、を訪問しでも多くが埋め戻されてマウンドと化
していたり，あるいは現地の泌氏が家畜小屋として使用していたりで， r逃跡
調査jと称しでも遺跡そのものから待られる情報はほとんどないのが現実であ
る。
にもかかわらず.鋒者は1991年・ 1997年-2002年の31立にわたって.いわゆ
る「河西岡廊Jの漢代遺跡調査に赴いている。まず以下にその概要を示してお
く。
(1991年8月〕
甘瑚省IMI州市で開催された国際間脱学会後のエクスカージョンとして.開j州
から敦埋まで約500キロメートルをほぼ明代の長城に沿って 3日で走破した。
途中 • i英・普代の墓葬や明の郵船閑 さらに当時発掘途中であった敦燈懸泉置
遺跡(渓の郵駅跡)を見学し 最後は敦燈西南のいわゆる陽|英l遺跡付近を訪問
した。 100名近い研究者が参加したため 突のある調査にはならなかったが.
筆者自身にとっては淡代飾健浩組;を初めて笑見するとともに，河西回廊の自然
景観を目の当たりにすることができた点が収穫であった。
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